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────────────
    本稿は，『生産性新聞』（2007年１月25日～３月25日の期間，合計５回わたる連載）で掲載された拙
稿，「強い文化を持つ企業の革新」の論旨をもとに，加筆と修正を加えながら作成されたものである． 




  ２  Collins & Porras（1994）を参照． 

































  ３  Kunda（1992），加護野（1988）などを参照． 
  ４  Kono T. & S. R. Clegg（1998）などを参照． 





























  ５  野中・清澤（1987），河合・伊藤・山路・山田（2004）などを参照． 
  ６  Burgelman（1983）を参照．石井・奥村・加護野・野中（1996）では，その実行要件として「過度の
コントロールの排除」，「過度の秩序の排除」，「淘汰の仕組み」をあげている． 
  ７  ３Ｍでは非公式な新製品開発単位ＢＤＵを経て，経営陣に認知され，経営資源を投じられると正式プ
ロジェクトと呼ばれる．この正式プロジェクトの60％以上が失敗に終わるといわれる． 
  ８  河合・伊藤・山路・山田（2004）を参照． 
  ９  Waterman & Peters（1980）を参照． 
































  10  Peters & Waterman（1982）を参照． 
  11  加護野（1988）などを参照． 
  12  Bate（1994）などを参照． 
  13  加護野（1988）を参照． 
  14  Kunda（1992）を参照． 
































  15  ３Ｍは従来，自己資本利益率，売上高成長性，売上高利益率に関する高い財務目標と30％ルールを持
ち，自由と寛容に規律を与えてきた． 
  16  『日経ビジネス』（1997）を参照． 


































  17  河合・伊藤・山路・山田（2004）を参照． 
  18  坂下（2002），河合（2006）を参照． 

































  19  中村（2004）を参照． 
  20  Meyer, J. & B. Rowan（1977）を参照． 


































  21  Gerstner（2002）を参照． 































  22  Lewin（1952）を参照． 
  23  Harvard Business Review（2003）を参照． 
  24  Flisgstein（1990）を参照． 
  25  加護野（2003）にみられる「戦略駆動力」の概念を参照． 
  26  石井・奥村・加護野・野中（1996）を参照． 
  27  日本に根付くグローバル企業研究会編（2005）を参照． 
  28  Harvard Business Review（2005）を参照． 
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